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山口市立中央図書館

令和8年10月1日

おばけ・妖怪

秋の気配を感じられるようになってきました。

今月のテーマは『おばけ・妖怪』です。

「おばけ」って、信じますか?

図書館にも、「おばけ・妖怪」に関する本はたくさん

あります。

信じている人も、信じていない人も、気になったものが

あれば、手に取ってみませんか?

三省堂編修所/編 三省堂

益田　文和・イアン筒井/著 50ノ音

イ　ジェムン/作　山岸　由佳/訳 評論社

『日本史探究時代を作った人:昭和編』

歌代　朔/作 あかね書房

『ニンゲンに聞いてみた　Animal SDGs』　

『モンスター・チャイルド』

『閉じこめられた「森の人」』 

ミッシェル　カダルスマン/著　村上　利佳/訳 あすなろ書房

『なんとなく「美術系に行きたい」と思ったときに読む美大入試完全ガイド』　

『「やめられない」をどうするか　きみと同じことで悩んでいる大人たちの生存戦略』　

『高校生発!発明品・ご当地商品開発にかけた50の物語』

河合塾美術研究所/監修 KADOKAWA

松本　俊彦　他5名/著 金子書房

『脱力偉人伝　人生サボるが勝ち』　

栗下　直也/著　伊野　孝行/画 亜紀書房

新着案内

『成長する有機体』

『グッバイ、サイレントゴースト』　

比見　えこ/著 KADOKAWA

花形　みつる/作 偕成社

安藤　昇/著 幻冬舎

『業平センパイの読書会　堤中納言物語』

『それ、AIで作れます。だれでもたった１日で役立つアプリが作れる本』 

ティーンズのココロ通信



 

 

●『天帝妖
てんていよう

狐
こ

』 

 乙一／著 幡地 英明／著 集英社               T／オツ 

おばあちゃんの営むアパートに住む高校生の杏子
あ ん こ

。同じアパートに住む大学生

の夜
や

木
ぎ

は秘密主義だけれどいい人で、一緒にところてんを食べたこともある仲

です。そんなある日、夜木が行方をくらましてしまいました。音沙汰なく四週間

たった頃、心配していた杏子の元へと夜木から郵便が届きます。中には日記と

折り鶴、夜木の幼い頃から現在までの手記が入っていました。そこには杏子が知

らなかった夜木の壮絶な人生が記されており……。              （S.E） 

 

 

 

●『こっちをみてる。』 

となり そうしち／作 伊藤 潤二／絵  岩崎書店    E／イシ 

あちこちに顔が見えてしまう小学生のお話。だれも気付いていない、その顔た

ちは僕だけを見てる・・・。ホラー漫画家の伊藤
い と う

潤
じゅん

二
じ

の挿絵で描かれたこの絵本。

不気味な顔が夢に出てきそうです。「怪談えほん」は宮部
み や べ

みゆきや恩田
お ん だ

陸
りく

など、

有名な作家が手掛けたこわーい絵本のシリーズです。 

絵本だと侮るなかれ、夜１人で読むと眠れなくなるかもしれませんよ・・・。 

       (M.K) 

 

 

 

●『骨董通りの幽霊省』 
アレックス シアラー／著 金原 瑞人・西本 かおる／訳 竹書房  TF／シア 

イギリスの骨董通りに1792年からひっそりと佇んでいる政府機関、幽霊省。

幽霊が本当に存在しているのか調査し続けていますが、なかなか証拠が見つか

らず、ついに解体まで追い込まれてしまいます。この危機を回避する方法は「3

か月以内に幽霊を見つける」こと。そこで職員たちは幽霊探しのアルバイトを募

集しますが、はたしてうまくいくのでしょうか……。ぜひ、皆さんで結末を見届け

てみてください。                                     （N.A） 

  

 

 

 

 

●『ゆる妖怪カタログ』 

妖怪文化研究会／著     河出書房新社      T388／ユル 

日本の妖怪ってなんだか親しみやすいものが多いと思いませんか？もちろん

怖くて恐ろしい面もあるのですが、対策が分かれば逃げられる可能性もありま

す。また、犬や猫、たぬきなど身近な動物によく似た妖怪が多いのも日常生活に

馴染んでいるなと感じました。そんな妖怪たちをゆるく紹介した 1 冊となってい

ます。掲載された絵は江戸時代頃のものが多いのですが、現代にも通じるよう

な可愛くてユーモアのある作品ばかりで面白いです。             （S.E） 

             

 

 

                        

●『旧怪談
ふるいかいだん

 耳袋より』 

京極 夏彦／著  メディアファクトリー     T／キナ 

江戸時代の旗本根岸
ね ぎ し

鎮
やす

衛
もり

が聞き集めた巷の噂話「耳
みみ

嚢
ぶくろ

」の中から怪しい話を

現代でも読める怪談として書き改めた本作。大雨の中うずくまっている女の話、

墓に葬ったはずの息子が帰ってくる話、猫が人間の言葉を使う話など。そもそも

作者に読む人を怖がらせようという意図はなく面白いと思った伝聞を書き留め

ているため、怪しい中にも落語を聞いているかのような味わいがあります。エピ

ソードごとに原文も併録されているので興味のある方は一緒に読んでみてくだ

さい。                                           （M.K） 

                       

 

●『世界幻妖草子』 

ミュリエル チュルヒャー／文 橋 賢亀／絵  評論社 T388／チミ 

ドラキュラやフランケンシュタイン、ドラゴンなど世界の妖怪を全15話の短い

物語や豆知識と共に紹介する本です。それぞれのストーリーには美しいイラスト

も添えられており、眺めるだけでも楽しい一冊になっています。幻想的で少しだ

け恐ろしい、そんな世界に浸りながらページをめくってみてください。 

                     （N.A） 

 


